
（様式 2）

法人番号 231019
プロジェクト番号 S1201023

平成２４年度～平成２８年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」

研究成果報告書概要

１ 学校法人名 学校法人名城大学            ２ 大学名 名城大学          

３ 研究組織名 自然災害リスク軽減研究センター                            

４ プロジェクト所在地 愛知県名古屋市天白区塩釜口一丁目 501 番地              

５ 研究プロジェクト名 21 世紀型自然災害のリスク軽減に関するプロジェクト           

６ 研究観点  研究拠点を形成する研究                                 

７ 研究代表者

研究代表者名 所属部局名 職名

小 髙 猛 司 大学院理工学研究科 教授

８ プロジェクト参加研究者数   18  名

９ 該当審査区分   理工・情報    生物・医歯    人文・社会

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割

葛 漢彬
理工学研究科・
社会建設ｼｽﾃﾑ工
学専攻・教授

連動型巨大地震に対する土木
構造物の安全性と修復性の向
上に関する研究

副代表，テーマリーダー，
地震時の土木構造物の被
災リスクの軽減

石川 靖晃
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・教授

連動型巨大地震に対する土木
構造物の安全性と修復性の向
上に関する研究

地震時の土木構造物の被
災リスクの軽減

渡辺 孝一
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・准教授

連動型巨大地震に対する土木
構造物の安全性と修復性の向
上に関する研究

地震時の土木構造物の被
災リスクの軽減

岩下 健太郎
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・准教授

連動型巨大地震に対する土木
構造物の安全性と修復性の向
上に関する研究

地震時の土木構造物の被
災リスクの軽減

小塩 達也
理工学研究科・
環境創造学専
攻・准教授

連動型巨大地震に対する土木
構造物の安全性と修復性の向
上に関する研究

地震時の土木構造物の被
災リスクの軽減

川崎 浩司
理工学部・特任
教授

連動型巨大地震に対する土木
構造物の安全性と修復性の向
上に関する研究

地震時の土木構造物の被
災リスクの軽減

武藤 厚
理工学研究科・
建築学専攻・教
授

大空間構造物の耐震安全性評
価による震災リスクの軽減

副代表，テーマリーダー，
地震時の大空間構造物の
被災リスクの軽減

村田 賢
理工学研究科・
建築学専攻・教
授

大空間構造物の耐震安全性評
価による震災リスクの軽減

地震時の大空間構造物の
被災リスクの軽減

寺西 浩司
理工学研究科・
建築学専攻・教
授

大空間構造物の耐震安全性評
価による震災リスクの軽減

地震時の大空間構造物の
被災リスクの軽減



（様式 2）

法人番号 231019
プロジェクト番号 S1201023

大塚 貴弘
理工学研究科・
建築学専攻・准
教授

大空間構造物の耐震安全性評
価による震災リスクの軽減

地震時の大空間構造物の
被災リスクの軽減

平岩 陸
理工学研究科・
建築学専攻・准
教授

大空間構造物の耐震安全性評
価による震災リスクの軽減

地震時の大空間構造物の
被災リスクの軽減

原田 守博
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・教授

豪雨および水災事象の発生機
構とリスク軽減方策に関する
研究

テーマリーダー，豪雨時の
水災事象による被災リス
クの軽減

新井 宗之
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・准教授

豪雨および水災事象の発生機
構とリスク軽減方策に関する
研究

豪雨時の水災事象による
被災リスクの軽減

広瀬 正史
理工学研究科・
環境創造学専
攻・准教授

豪雨および水災事象の発生機
構とリスク軽減方策に関する
研究

豪雨時の水災事象による
被災リスクの軽減

小髙 猛司
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・教授

水工学－地盤工学の連携によ
る沿岸域低平地の自然災害リ
スク軽減への挑戦

代表，テーマリーダー，自
然災害時の沿岸低平地の
被災リスクの軽減

溝口 敦子
理工学研究科・
建設ｼｽﾃﾑ工学専
攻・准教授

水工学－地盤工学の連携によ
る沿岸域低平地の自然災害リ
スク軽減への挑戦

自然災害時の沿岸低平地
の被災リスクの軽減

崔 瑛
理工学部・建設
ｼｽﾃﾑ工学科・准
教授

水工学－地盤工学の連携によ
る沿岸域低平地の自然災害リ
スク軽減への挑戦

自然災害時の沿岸低平地
の被災リスクの軽減

柄谷 友香
都市情報学研究
科・都市情報学
専攻・教授

「中核被災者」を主体とした被
災限界からの自律再建メカニ
ズムの解明

テーマリーダー，社会科学
的なアプローチによる自
然災害のリスク軽減

（共同研究機関等）

該当なし

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

（変更の時期：平成 26 年 5 月 7 日）

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割

名古屋大学大学院工

学研究科・准教授
名城大学理工学部特任教授 川崎 浩司

地震時の土木構造物の

被災リスクの軽減

旧

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割
大空間構造物の耐震安全
性評価による震災リスク
の軽減

理工学研究科・建
築学専攻・教授

立川 剛
地震時の大空間構造物の
被災リスクの軽減

（変更の時期：平成 27 年 3 月 31 日 定年退職）



（様式 2）

法人番号 231019
プロジェクト番号 S1201023

新

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成）

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

本プロジェクトは，海溝型地震や都市直下型地震など地震災害，ならびに，頻発する水害・土砂

災害，さらに，豪雨と地震の複合災害も対象として，各種自然災害のリスクを軽減する手法を研究

し，提案することを目的として研究を実施してきた．自然災害によるリスクの上昇は，災害発生の

型や頻度が近年急激に変化しているためだけではなく，低平地や急傾斜地などの危険箇所の急速な

都市化や社会資本の老齢化などの社会情勢の急激な変化によることも大きな要因と捉えて，本プロ

ジェクトで取り扱う自然災害を「21 世紀型自然災害」と名付けた．この「21 世紀型自然災害」のリ

スクを軽減するための研究の社会的な要請は大きく，かつ被災ポテンシャルが大きい濃尾平野を擁

する中部地方を拠点として研究基盤を形成する本プロジェクトの意義は大きい．そのため，社会資

本の維持管理や発災後の自律再建メカニズムなどの視点も取り入れて研究を実施した．

以下に，5 つの研究テーマとテーマ 1～4 においてそれぞれ設定したサブテーマを示す．

テーマ 1：連動型巨大地震に対する土木構造物の安全性と修復性の向上に関する研究

  ① 各種部材の損傷メカニズムの解明

  ② 修復性に基づく損傷制御構造物の動的応答と制御設計法の確立

  ③ 相似則を考慮した分散型サブストラクチャ応答実験システムによる土木構造物の制震構造  
       設計法の確立

    ④ 構造物の早期復旧のための診断支援技術

    ⑤ 連動型巨大地震に対する修復性および自己センシング性を有する新型材料および補強技術

    ⑥ 既存構造物の初期損傷ならびに連動型大地震による複合劣化予測

    ⑦ 部材の劣化や破壊を考慮した骨組構造に対する 3 次元複合非線形動的解析法

  ⑧ 地震後の構造安全性および使用性を考慮した損傷照査法の開発および補修補強ガイドライ  

   ンの作成

テーマ 2：大空間構造物の耐震安全性評価による震災リスクの軽減

    ① 鋼構造：部材の局部座屈挙動を評価し得る梁要素モデルの開発など

  ② 木質構造：木質構造の性能評価など

    ③ 鉄筋コンクリート構造：RC フレーム構造・RC 空間構造の性能評価など

テーマ 3：豪雨および水災事象の発生機構とリスク軽減方策に関する研究

  ① 短時間強雨および大雨の出現特性に関する解析的研究

    ② 短時間強雨に伴う都市河川の出水機構と流出抑制方策に関する研究

    ③ 段波状洪水流を制御する透過性砂防ダム群に関する研究
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  テーマ 4：水工学－地盤工学の連携による沿岸域低平地の自然災害リスク軽減への挑戦

  ① 各種河道条件を考慮した越流破堤現象の解明

    ② 沖積低平地における軟弱地盤の海溝型地震時の変状予測

    ③ 洪水ならびに地震時の堤防安全性照査技術の開発

  テーマ 5：「中核被災者」を主体とした被災限界からの自律再建メカニズムの解明

  

本プロジェクトは，平成 19 年度私立大学学術研究高度化推進事業（ハイテク・リサーチ・センタ

ー整備事業）によって本学が実施した「制震構造化等の新しい概念による構造物の耐震性向上プロ

ジェクト（平成 19 年～23 年度）」を継承し，対象とする自然災害を地震から水害まで拡げて，かつ，

社会科学的な視点も取り入れた研究として発展させたものである．そのため，耐震に関する研究テ

ーマにおいては，実験設備などのセットアップに大きな労力を有しなかったことから，研究開始か

ら具体的な成果を残しつつ研究活動が行われた．一方，水害や社会科学的な研究テーマにおいては，

実験装置のセットアップや基礎的な研究段階から開始したテーマもあるが，5 年間の研究期間にお

いて，21 世紀型自然災害のリスク軽減に実際に結びつく一定の研究成果が得られている．

（２）研究組織

研究組織は，研究者，PD および大学院生よりなり，研究代表者（小高猛司），研究副代表者（葛 漢

彬，武藤 厚）のほか，各テーマにテーマリーダー（葛 漢彬，武藤 厚，原田守博，小高猛司，柄

谷友香）を置く．研究代表者の役割等は以下のようである．

1) 研究代表者の役割：プロジェクト全体の研究計画および実施の統括，プロジェクトの運営を審議

する運営委員会の主宰

2) 各研究者の役割分担や責任体制：各研究者は主研究テーマの一つに従事する．各主研究テーマに

はテーマリーダーを置いて責任体制を明確にする．

3) プロジェクトに参加する研究者，大学院学生，PD：研究者は本学の専任教員 17 名（平成 24 年

の発足時は 19 名，2 名期間中に定年退職），特任教授 1 名（平成 26 年度から参加），大学院学生

は博士課程 2 名・修士課程の学生 79 名（全研究期間），PD は 3 名（全期間）．

4) 研究チーム間の連携状況：各テーマリーダーがそれぞれの研究テーマを統括し，随時開催される

運営委員会で研究テーマ間の連携を確認すると共に，研究の進捗状況をチェックし，必要に応じ

て研究内容の見直しを図りつつ研究を遂行した．

5) 研究支援体制：学術研究支援センターがプロジェクト推進の全般的支援をした．

（３）研究施設・設備等

構造実験載荷システム（テーマ 1）：本設備は油圧シリンダ（載荷能力±1MN，シリンダストローク

±250mm），ポンプ（モータ容量 7.5kw），および構造フレームユニットから構成された大型実験用

の載荷システムであり，平成 19 年度「私立大学学術研究高度化推進事業」において導入した設

備をベースにして，本プロジェクトで大幅に増強したものである．この設備の使用人数は，教員

2 名，大学院生 18 名，使用時間は，年間平均 100 日（全期間実績）である．

劣化環境促進装置（テーマ 1）：室内の温度，湿度を自由自在に制御することにより室内に劣化環境

を再現するための設備である．室内寸法は，幅 2000mm×奥行き 3000mm× 高さ 2100mm である。

温度および湿度の制御範囲はそれぞれ，-10℃～+80℃，20%R.H.～95%R.H.である．本装置を用い

て，劣化したコンクリート部材の損傷評価試験や耐荷力試験等を実施している．この装置は建設

材料系実験室の恒温恒湿室内に設置され，この設備の使用人数は，教員 2 名，大学院生 10 名，

使用時間は，年間平均 200 日（全期間実績）である．

三次元地震波震動台（増強）（テーマ 2）：本設備は永久磁石を用いた 3 軸（水平 2 軸／垂直 1 軸）

方向同時加振が可能な地震波震動台であり，平成 19 年度「私立大学学術研究高度化推進事業」

において導入したものであるが，本プロジェクトで水平１方向の加振力を倍増し，より大きな地

震入力を可能とした．この設備により，RC 空間構造模型や木造住宅部分モデルの震動破壊実験

を行っている。教員 3 名，大学院生 11 名がこの設備を使用しており，使用時間は年間平均 200
日（全期間実績）である．
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急勾配可変水路（テーマ 3 および 4）：本設備は，幅 20cm，深さ 40cm，長さ 10m のガラス壁を有す

る水路で，勾配を水平から 30 度まで傾けることができる．下流端にエスカレーションゲートを

有する水路部分，受水槽（沈砂槽），ポンプから構成され，流水は自己循環式となっている．本

水路は急勾配で起こる流砂，土石流の基礎現象を室内で再現し，それに伴う流れ，河床高変化の

計測を可能とする装置である．なお，給砂装置を搭載することにより一定量の土砂供給を可能と

し，かつ，計測台車を載せることで，水位および河床の変化を計測することも可能である．この

設備の使用人数は，教員 3 名，大学院生 6 名，使用時間は，年間平均 100 日（全期間実績）であ

る．

動的中型三軸試験装置（テーマ 4）：本設備は，直径 20cm，高さ 40cm までの中型供試体を用いて，

最大粒径 38mm程度の礫粒子を含む地盤材料の精密な静的力学特性ならびに液状化をはじめとす

る動的力学特性を解明することができる．載荷駆動には，小型のハイブリッド油圧アクチュエー

タを用い，静的載荷時には最大荷重 50kN，載荷速度は 0.050mm/s～0.0005mm/s で可変となる．一

方，動的載荷時には，最大荷重 10kN，載荷周波数は 0.01～10Hz である．また，直径 20cm の中

型供試体のみならず，直径 10cm の供試体まで対応可能である この設備の使用人数は，教員 2 名，

大学院生 17 名，使用時間は，年間平均 250 日（全期間実績）である．

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。

本プロジェクトは 5 年間の研究期間に多くの研究成果を挙げた．以下，5 つの各テーマの状況を

述べる．

テーマ 1：7 つのサブテーマからなっており，主な研究成果の概要は以下の通りである．①母材，溶

接継手，鋼製橋脚の基部と隅角部，鋼ブレースなどの損傷メカニズムを解明し，評価手法の開発に

成功している（担当：葛）．②4 種類の高性能制震ダンパー（BRRP，FB-BRB，S-BRB および P-BRB）
を開発し，制震ダンパーの導入による橋梁構造物の動的特性を解明し，最大ひずみの制御により耐

震安全性のみならず地震後の使用性の向上も図られる手法を提案している（担当：葛）．③鋼製ラー

メン橋脚に座屈拘束ブレースを添加し制震化する際の設計手法を提案し，その制震効果を並列化し

たハイブリッド実験システムで検証している（担当：渡辺）．④遠望から構造物の微小な変位計測シ

ステムを開発し，ターゲット貼付の必要のないキャリブレーション手法を提案している（担当：小

塩，近藤）．⑤バサルト繊維よりなる連続繊維シートやメッシュ，短繊維，ロッドなどを用いた新設

の高靭性コンクリートの構造形式や供用中のコンクリート構造物の補修補強を構想し，より大きな

曲げ性能や靱性能が得られることを明らかにしている（担当：岩下）．⑥水和熱や乾燥収縮等による

初期損傷を受けた RC 部材の保有耐荷性能を合理的に予測できる応力解析コード(建設施工シミュレ

ータ)を開発し，その有用性を示している（担当：石川）．⑦地震に起因する複合現象のいくつかの

シナリオについて数値シミュレーションを用いて定量的に評価する手法の提案に成功している（担

当：葛，川崎）．

テーマ 2：3 つの構造種別について，静的および動的な限界挙動の評価手法の開発・評価を目的とし

た基礎実験と解析システムの開発と公開，および一部については最新の構造設計手法の提案と応用

までを実施した．①鋼構造については，軸力および曲げを受ける梁柱部材の実験及び数値解析を実

施し，ひずみ硬化および局部座屈の影響を考慮した簡易評価モデルの定式化を行った．また，提案

した局部座屈評価手法をウェブ幅厚比の大きな H 形鋼梁部材に適用し，簡便な高温時せん断座屈挙

動評価手法を提案した（担当：大塚，村田）．②RC 構造については，先ず集合住宅等の骨組構造に

ついて，動的な非線形解析手法の開発・検証が進行し，中間の成果を順次公開した（担当：武藤，

村田）．連続体シェル構造に関しては，基礎的な実験・観測と数値解析により，強震に対する限界性

能の評価手法の検証や構造設計に際しての安全率に関わる要因の定量的な評価と応用について新た

な取り組みを実施することが出来，一部の成果を公開し，実施設計についても具体的な技術的提案

と支援を実施することが出来た（担当：武藤）．これらの研究に関連して、材料施工の観点からのコ

ンクリートの材料学的な特性の分析と特性の推定手法について，特に収縮やクリープに関する基本

データの蓄積や予測評価手法に関する知見が得られた（担当：寺西，平岩）．③木質フレームについ



（様式 2）

法人番号 231019
プロジェクト番号 S1201023

ては，戸建住宅を模擬した震動破壊実験とシミュレーションを実施し現在検証中であるが，最終年

度に発生した 2016 年熊本地震の繰り返しの大地震に対する検証を急遽実施中である（担当：武藤，

村田）．いずれに関しても構造設計や既存建物の性能評価の高度化に寄与する提案が可能となってい

る．また，地域貢献の観点から，家具の転倒防止対策への技術的支援や地震防災への各種の啓発活

動を実施した（担当：立川，武藤）

テーマ 3：短時間豪雨の発生とそれに起因する河川災害・山地災害について，気象学・水文学・水

理学・砂防工学といった多面的な観点により，3 つのサブテーマで以下の検討を進めている．①衛

星搭載降雨レーダ（TRMM PR）データによる強雨・大雨の地域的特徴を検出するとともに，地上・

衛星観測データに基づく降水表現の現状を整理し，課題の抽出・解決に取り組んだ．本研究は衛星

データのサンプリング誤差を推定し，顕著な推定誤差である入射角依存性を軽減する手法を提案す

ることで，全球規模降水データの不確実性軽減に貢献した．さらに，高精細データセットを駆使し

て地形効果を受ける降水の動態を抽出し，世界最高解像度の降水気候値データセットを開発するこ

とで，世界各地の降水の気候学的特徴に関する理解を深めた（担当：広瀬）．②局地型短時間強雨，

いわゆる“ゲリラ豪雨”に伴う都市河川の溢水氾濫に対処するため，X バンド MP レーダの精度検

証ならびに活用方法の検討を行うとともに，名古屋市を流れる植田川・天白川流域を対象に，都市

河川への急激な雨水流出過程と流出抑制対策について，現地観測とモデル解析を通じて実証的かつ

定量的な検討を行った．具体的には，研究内容を災害の要因である局地的豪雨の時空間特性の解析，

災害現象としての都市河川における洪水流出の実態把握，減災対策としての POC 透水性舗装による

流出抑制方策について大型屋外実験を実施して検討を進めた（担当：原田）．③実験水路を用いたデ

ータ取得ならびに理論解析によって，間欠的な土石流サージの生成は流れの不安定性による一種の

転波列であることを明らかにし，サージ状の土石流流下現象の合理的説明を可能とした．さらに転

波列性サージ形成過程や流下波形特性に関わる KdV-Burgers 型の非線形波動方程式を新たに導出し

サージ生成の根幹の解明に寄与している．また，山地河道には土石流災害等の軽減のため透過性砂

防ダムが多く設置されている．ここで対象としている間欠的な多数の段波状サージに対し開口幅が

河道幅の 20％以上ある場合には波高等の低減効果が低くなることを示した（担当：新井）．

テーマ 4：設定した 3 つのサブテーマの研究成果の概要は以下の通りである．①実河川の破堤事例

を調べたところ，浸透，洗掘，越流などの破堤要因のうち，浸透を要因とする破堤は河川勾配が緩

い河川，洗掘を要因とする破堤は急な河川で多く起こっていることが示された．また，小規模横断

堤防を用いた越流破堤実験を行い，越流要因が破堤現象に及ぼす影響ならびに堤体材料および堤防

被覆条件が破堤過程に及ぼす影響について詳細に検討を行った．その結果，定性的ではあるが，越

流要因によって破堤過程が変化すること，堤体材料，被覆状態の堤防自体の条件により特に初期の

破堤過程が変化することが示された．最後に，縦断堤防を用いた解析について勾配を 2 種類で変化

させた水路実験を実施し破堤現象を調べた．その結果，河川勾配が急なほど河川内の土砂移動が激

しく，破堤時には一気に掃流力がおちるので河道内に堆積が進むことなど河川勾配特有の現象を見

出した．②木曽川河口部の地盤から採取した砂質土および粘性土を用いて各種の室内試験を実施し，

その結果を入力パラメータとした数値シミュレーションによる被害予測解析を行った．その結果，

南海トラフ地震のような巨大地震時には，厚く堆積する沖積粘性土地盤の変形ならびに地震応答が

無視できず，適正なモデル化が必要であることが明らかとなった（担当：小高，崔）．③多くの実堤

防において堤体土の採取を行い，強度評価のための室内試験を実施した．その結果，洪水時の堤防

の浸透破壊に対する安定性評価に用いる強度定数決定法を整備した．さらに，レベル 2 地震時の河

川堤防の被害予測シミュレーションを実堤防基礎地盤から採取した土試料を用いた室内試験結果を

ベースに実施した．その結果，既往の地震では液状化しない深い砂層まで液状化する懸念があるこ

とが示された（担当：小高，崔）．

テーマ 5：行政に依存せず，被災者自ら主体性を発揮し，生活再建を果たす過程を 2 つの側面から

追究した．1）陸前高田市内での被災者主体の避難所・応急仮設住宅の運営実態と課題を長期的な参

与観察及びヒアリング調査により明確にした．得られた成果は，「避難所運営ガイドライン」（内閣

府，2016）他，地方自治体の防災計画に実装された．2）東日本大震災後の沿岸 9 市町における自主

住宅移転再建者の意思決定と再建行動，それに伴う市街地空間の変容を質問紙調査及び GIS による
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空間分析により明らかにした．自主住宅移転再建の実現には，地震保険やローンはもとより，親戚

や知人，民間事業者など人的資源が活きた．一方，空間的に見れば，非住居系エリアにおける宅地

造成を伴う個人の新規開発が都市計画区域外に及び，市街地のスプロールと低密度化を招く危険性

も提起した．得られた成果は，メディアを通じた被災地への発信，南海トラフ地震に備えた事前復

興計画への実装に加え，「地域安全学会論文賞」を受賞し，学術面でも高い評価を得た（担当：柄谷）．

以上のように，5 つの研究テーマ，さらにそれぞれの中に設定されたサブテーマにおいて，5 年間

の研究期間における目標は達成されたものと考えている．研究の成果は，査読付き論文（142 編），

査読なし論文（42 編），国際会議論文（64 編），国内学会発表（296 編），図書（6 編）として国内外

へ発信されている．

＜優れた成果が上がった点＞
テーマ 1：母材，溶接継手，鋼製橋脚の基部と隅角部，鋼ブレースなどの損傷メカニズムを解明し，

評価手法の開発に成功した．また 4 種類の高性能制震ダンパー（BRRP，FB-BRB，S-BRB および

P-BRB）を開発し，制震ダンパーの導入による橋梁構造物の動的特性を解明し，最大ひずみの制御

により耐震安全性のみならず地震後の使用性の向上も図られる手法を提案した．（※１３【テーマ１】

＜雑誌論文＞ 1), 3)～5), 8), 10), 12), 34)．
テーマ 2：研究成果の一部を具体的に展開した事例として，国内の鉄筋コンクリートシェルの構造

設計事例としては初となる，時刻歴応答解析による大臣認定の耐震設計手法の実構造物への適用に

関する技術支援を実施した．また，依頼によりその概要を建築関連専門雑誌に寄稿し，同種の構造

物に関する最新の構造設計手法の概要を公開した（※１３【テーマ２】＜雑誌論文＞ 7）,8)．
テーマ 3：降水気候値情報を提供するホームページ（https://www.rain-clim.com）を開発し，そのデー

タベースの概要をアメリカ気象学会の専門雑誌に投稿した（※１３【テーマ３】＜雑誌論文＞ 1), 
2））．
テーマ 4：河川堤防土の安定解析に用いる強度定数を設定するための室内試験法に関する本研究で

得られた成果を，国の直轄河川の管理に用いる手引きに加えるため改訂に向けた検討を実施してい

る．（※１３【テーマ４】＜雑誌論文＞ 13) ＜図書＞ 1) ）

テーマ 5：東日本大震災後の沿岸 9 市町における自主住宅移転再建者の意思決定と再建行動，それ

に伴う市街地空間の変容を質問紙調査及び GIS による空間分析により明らかにした成果をまとめた

論文は，「地域安全学会論文賞」を受賞し，学術面で高い評価を受けた．

．（※１３【テーマ５】＜雑誌論文＞ 1) ）

＜課題となった点＞

本プロジェクトは最大 20 名の研究メンバーを擁し，かつ扱う研究テーマは自然災害全般に及び非

常に幅広いものであった．そのため，5 つの研究テーマを設定し，さらにそれぞれの中にサブテー

マを置いて自然災害のリスク軽減について研究をすすめてきた．個々のサブテーマの内容はそれぞ

れ先端的ではあるが，プロジェクトとして統括的にとりまとめる仕組みがなければ研究成果が発散

しがちになる．そのため，本プロジェクトでは，運営組織として「自然災害リスク軽減研究センタ

ー」を発足させて，プロジェクトを統括し，研究成果をとりまとめ，その成果を実社会へフィード

バックしてゆく活動を実施してきた．しかしながら，特に研究成果の社会実装へ還元については，

各テーマ個別での活動に委ねてきており，防災工学としての学際領域での各テーマ間の連携までに

は至らなかった．

＜自己評価の実施結果と対応状況＞

ただし，プロジェクト開始から 2 年半が経過した時点で，本研究テーマに造詣が深く，第一線で

活躍されておられる6名の外部有識者に，｢平成25年度研究成果中間報告書｣をお渡しするとともに，

その報告書を元に実施した「研究成果中間報告会」（本年 6 月開催）に参加いただき，研究成果の内

容や進捗状況に対して評価をお願いした．報告会当日にそれぞれの外部有識者から頂いたコメント

を，テーマリーダーによる概要説明ならびに外部有識者からのコメントに対する回答を含めた「研
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究成果中間報告会開催報告」としてまとめた．それによると，研究内容についても進捗状況につい

て総じて高い評価をいただいた．さらに，定量的にも研究進捗状況を評価して頂くため，大学所属

の 5 名の外部有識者には，後日「評価シート」の作成を依頼した．その結果，総合評価として 5 名

全員から「A: 当初目標に向けて順調に研究が進展しており，期待どおりの成果が見込まれる」との

高い評価をいただいた．一連の資料は本プロジェクトの HP（http://ndrr.meijo-u.ac.jp/）に掲載してい

る．

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞
平成 26 年 9 月に学外学識者 2 人を含む 7 名の評価委員による委員会が学内で組織され，１．研究

組織について，２．研究施設・設備について，３．研究プロジェクトの進捗状況・研究成果等につ

いて，の主に 3 項目に関する評価を受けた．１，２についての特段の問題の指摘はなかった．３に

ついも概ね良好な評価であったが，テーマ間の進捗状況のばらつきとメンバー全体に査読付き論文

への投稿を促すコメントが複数名の評価委員からなされた．それを受けて，全メンバーが積極的に

査読付き論文への投稿を行ったことにより，最終的にはこの分野の研究課題としては，十分な査読

付き論文が公表された．

＜研究期間終了後の展望＞

本プロジェクトで得られた成果を引き続き国内外に発信するとともに，個々の研究テーマにおい

ては，実務への実装を目指して研究活動を発展させていく．研究期間内の時限付きで設置した「自

然災害リスク軽減研究センター」は，一旦終了するが，本プロジェクトを通して高い水準の防災研

究の研究拠点が整備できたことから，後継となる防災研究拠点の整備を検討する．

＜研究成果の副次的効果＞

テーマ 1 に関連して，平成 25 年度より名古屋高速道路公社から「腐食した鋼板巻き立てコンクリー

ト橋脚の耐震性と補強方法に関する研究」との委託研究を受けており，研究成果の実用化へ展開し

ている．本テーマの研究成果のさらなる展開として，平成 29 年度から 3 年間名古屋高速道路協会か

ら「鋼構造物の長寿命化に関する検討」の委託研究を受けることになっている．また，槌屋ティス

コ株式会社と共同で「複合構造体の施工方法及び複合構造体」（特願 2013-40793）の特許を出願済

みであり，実用化を進めている．さらに，乾燥収縮による RC 部材の劣化機構を表現する数理モデ

ルは，日本コンクリート工学会が販売している初期応力解析ソフト「JCMAC3」の中に既に導入さ

れ，実用化されている．

テーマ 2 に関連して，下記の活動が挙げられる。

・RC 構造の連続体構造の一部の研究成果に関連して， PC 化による一般建築の省力化工法に関す

る企業との連携研究，がスタートしている＜雑誌論文＞ 1）．
・研究成果の公開として，研究者・技術者向けの数値解析ソフトウェアを順次公開中であり，登録

者は 2000 名を超えて増加中である＜雑誌論文＞ 12）．
・近年増加している免震建物のピットの挙動に関する共同研究の依頼があり開始された．

・2016 年熊本地震による熊本県の図書館書庫の被害を受け，分析と対策に関する共同研究の依頼が

あり、共同研究が開始された．

・近年増加している住宅の耐震改修に関する共同研究の依頼があり開始された．

テーマ 3 に関連して，平成 25 年度より宇宙航空研究開発機構（JAXA）と降水気候値データの開発・

評価に関する共同研究を実施し，議論を重ねて成果の共有・展開を図っている．

テーマ 4 に関連して，平成 24 年度 3 カ年，国土交通省から大型プロジェクト「地震・洪水およびそ

の複合災害に対する統合型河川堤防評価技術の開発」を受託し，引き続き平成 27 年度から 3 カ年，

同じく国土交通省から大型プロジェクト「パイピングに伴う堤防劣化を考慮した河川堤防安定性評

価技術の開発」を受託し，行政への提言等を行っており，受託研究の成果のみならず，本プロジェ

クトでの研究成果も堤防管理の実務への実装を進めている．
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テーマ 5 に関連して，陸前高田市内での被災者主体の避難所・応急仮設住宅の運営実態と課題を長

期的な参与観察及びヒアリング調査により明確にして得られた成果は，「避難所運営ガイドライン」

（内閣府，2016）他，地方自治体の防災計画に実装された．

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。）

（１） 耐震安全性        （２） 地震後の使用性     （３） 空間構造物             

（４） 短時間強雨         （５） 都市河川      （６） 河川堤防             

（７） 低平地被災リスク     （８） 防災・減災計画   

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。）

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。
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38) 立川剛，宿里勝信，矢尾誠，山田正作，永島啓慎，青木三華，田島彰人：混合境界値問題としての

基礎地盤の動力学特性について，日本建築学会東海支部研究報告書，第 50 号，pp.349-352，2012.2.
39) 立川剛，宿里勝信，矢尾誠，竹内厳，福拓也 ：かぐ転防隊の活動と今後の展開, 日本建築学会東海

支部研究報告書，第 50 号，pp.337-340，2012.2.
40) 平岩陸：骨材寸法がコンクリートの収縮に及ぼす影響に関する解析的研究, 日本建築学会東海支部

研究報告集, No.50, pp.97-100, 2012.2

＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等
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1) 2013 年度日本建築学会大会・構造部門（応用力学）パネルディスカッション資料（共著）～建物の強

非線形挙動の再現における可能性と課題～, 日本建築学会, 応用力学運営委員会(2013-8)
2) 木質住宅の耐震性能に関する公開実験 ～標準的な在来工法を模擬した単位フレームの震動 実験～

   日時：平成 26 年 2 月 7 日（金） 18：50～20:00  
   場所：名城大学 天白キャンパス 構造耐震実験室（K-181）
3) 第4回定期講演会「木造建築の耐震性能評価と補強や復元に関する話題」, 主催: 名城大学自然災   害

リスク軽減研究センター, 日時: 2014 年 9 月 18 日（木）15:30～18:00, 場所: 名城大学・天白キャン

パス S-302
4) 「シェル・空間構造」セミナー2014・「コンクリートシェルの構造設計に関する動向と将来展望」, 主

催: 日本建築学会・構造本委員会・シェル・空間構造運営委員会, 日時: 2014 年 10 月 6 日（月）13:00
～17:00, 場所: 建築会館ホール

http://www.aij.or.jp/index/?se=eventlist&ac=listdisp
5) 日本建築学会・2016 年度･親と子の都市と建築講座（創立 130 周年記念事業連動企画），

「建築から考える災害への備えと体感的学習」主催：日本建築学会，共催：名城大学自然災害リスク

軽減研究センター, 日時；2016 年 7 月 31 日(日) 13:00～15:00, 場所: 名城大学・天白キャンパス
K-181

6) あいち防災リーダー会・第 2 回研修会，日時: 2016 年 11 月 24 日（木）15:00～17:00, 場所: 名城大学・

天白キャンパス K-181
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1) Hirose, M., Y. N. Takayabu, A. Hamada, S. Shige, and M. K. Yamamoto: Spatial contrast of geographically 
induced rainfall observed by TRMM PR. Journal of Climate, in press, 2017. （査読有）

2) Hirose, M., Y. N. Takayabu, A. Hamada, S. Shige, and M. K. Yamamoto: Impact of long-term observation on 
the sampling characteristics of TRMM PR precipitation. Journal of Applied Meteorology and Climatology, 
DOI: http://dx.doi.org/10.1175/JAMC-D-16-0115.1, in press, 2017.（査読有）

3) 原田守博・渡邉英典：粗粒媒体における非線形透水法則に関する室内実験―雨水流出抑制のための

ポーラスコンクリート舗装の透水性評価に向けて―，名城大学総合研究所紀要，第 21 号，pp.239-242，
2016.（査読無）

4) 新井宗之：浅水流運動方程式を考慮した傾斜水路上の転波列の波動，講究録, vol.1989, 京都大学数

理解析研究所, ISSN 1880-2818，pp.60-68,2016.（査読無）
5) Hibi, Y., A. Tomigashi, and M. Hirose: Evaluation of a numerical simulation model for a system coupling 

atmospheric gas, surface water and unsaturated or saturated porous medium, Journal of Contaminant 
Hydrology, Vol. 183, pp. 121-134, 2015.（査読有）

6) 原田守博・夏目実穂・三島直生・畑中重光：ポーラスコンクリート舗装による雨水排除・流出抑制

効果に関する基礎的検討，土木学会論文集 B1(水工学) Vol.71, No.4, pp.I_319-I_324, 2015.（査読有）

7) 原田守博・羽澄貴史：X バンド MP レーダ情報に基づく局地的短時間豪雨の雨域性状の確率論的評

価，土木学会論文集 B1(水工学) Vol.70, No.4, I_511-I_516, 2014.（査読有）

8) 原田守博：可搬型電波流速計を用いた都市河川の洪水流量観測 —ゲリラ豪雨に伴う急激な洪水流出
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9) 新井宗之，安田孝志，中川一：山地河道における浅水流に関する波動方程式の導出とその解析解の

検討，土木学会論文集 B1(水工学), Vol.69, No.4, I_961-I966, 2013. （査読有）
10) M.Arai, J.Huebl, R.Kaitna : Occurrence conditions of roll waves for three grain-fluid models and comparison 

with results from experiments and field observation, Geophysical Journal International, Oxford University 
Press (The Royal Astronomical Society), Vol.195 (3), pp.1464-1480, 2013.（査読有）
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1) 広瀬正史, 堤勇人：海岸線付近の降水変動，GSMaP および衛星シミュレータ合同研究集会予稿集,
2017.3

2) 原田守博・飯尾尚平・畑中重光・三島直生：ポーラスコンクリート舗装の雨水流出抑制効果に関す

る大型屋外実験，平成 28 年度土木学会中部支部研究発表会講演概要集，2017.3.
3) 広瀬正史，小川達也，堤勇人：地表近傍降水鉛直分布に関する入射角依存性の低減，日本気象学会

2016 年度秋季大会予稿集, pp. 201, 2016.10.
4) Hirose, M.: Detection of regional characteristics of precipitation systems from the short-term GPM DPR data, 

Proc. of Asia Oceania Geosciences Society (AOGS) 13th annual meeting, AS39-D3-AM2-311A(L3N)-010,
2016.8.

5) Hirose, M., and K. Okada: Fine-scale precipitation climatology refined from the 16-year TRMM PR data, 
Proc. of the international science conference on MAHASRI, p. 84, 2016.3.

6) 原田守博・渡邉英典・畑中重光・三島直生：POC を想定した粗粒媒体における非線形ダルシー則に

関する透水実験，平成 27 年度土木学会中部支部研究発表会講演概要集，Ⅱ-031，pp.141-142，2016.3.
7) Muneyuki Arai: Initial phenomenon of roll wave of shallow water on inclined channel, AGU(American 

Geophysical Union) Fall Meeting, NG, NG31A-1831, 2015.12.
8) 広瀬正史：海と陸の降水推定値のバイアス，2015 年度第 2 回 GSMaP 研究会, 2015.9.
9) 森川智仁，新井宗之，中川 一:：浅水流方程式の解の不安定条件と転波列性サージ速度に関する検

討，土木学会第 70 回年次学術後年解講演概要集, II-061，pp.121-122,，2015.9.
10) Hirose, M., 2015: Finescale climatology of widespread precipitation systems observed by TRMM PR. Proc. 

Geoscience and Remote Sensing Symp. Milan, Italy, Institute of Electrical and Electronics Engineers, 
5138-5141, doi:10.1109/IGARSS.2015.7326990. 2015.8. 

11) 岡田啓太, 広瀬正史：TRMM PR を用いた超高解像度降水気候値に見られる局所性，日本気象学会

2015 年度春季大会講演予稿集, 107, p.104, 2015.5
12) 岡田啓太, 広瀬正史：山岳域における降水の局所的特徴に関する比較研究，名古屋大学地球水循環

研究センター平成 26 年度共同研究集会予稿集, pp. 103-105, 2015.3
13) 原田守博・日比健一朗：X バンド MP レーダ情報を用いた流域平均降雨の精度検討，平成 26 年度

土木学会中部支部研究発表会講演概要集，Ⅱ-031，pp.131-132，2015.3.
14) 広瀬正史：2 つの衛星搭載降水レーダデータの特性，日本気象学会 2014 年度秋季大会予稿集, A361, 

p. 545, 2014.10
15) Hirose, M.: Sharp contrast in precipitation, Proc. of Asia Oceania Geosciences Society (AOGS) 11th annual 

meeting, AS29-A043, 2014.7
16) 塚原大輔，原田守博，瀧本陽平，山下泰世：豪雨時における都市河川の水位上昇が雨水吐流出量に

及ぼす影響，平成 25 年度土木学会中部支部研究発表会概要集，岐阜，II-40，pp.145-146，2014.3.
17) Muneyuki Arai, Johannes Huebl and Roland Kaitna: A Wave Equation of Intermittent Flow with Sediment on 

Inclined Channel and Experimental and Observed Results, Proceedings of the INTERPRAEVENT2014 in the 
Pacific Rim, Natural Disaster Mitigation to Establish Society with the Resilience, P-42, 2014.10.

18) 寺川 大貴，新井宗之，石川雄規，仙波学：傾斜水路における転波列性サージの波の分散性に関する

実験的検討，平成 25 年度土木学会中部支部研究発表会講演概要集，岐阜，II-36，pp.137-138，2014.3.
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19) 仙波 学，新井宗之，石川雄規：転波列性サージのスリットダム通過における初期ピークの低減に関

する検討，平成 25 年度土木学会中部支部研究発表会講演概要集，岐阜，II-37，pp.139-140，2014.3.
20) 広瀬正史: 衛星搭載降雨レーダデータの気候学的利用について，日本気象学会 2013 年度秋季大会予

稿集，仙台，p. 120, 2013.11. 
21) 仙波学，新井宗之，石川雄規：転波列性土砂流サージの波動方程式に関する一検討，土木学会第 68

回年次学術講演会概要集，習志野，II-017， pp.33-34, 2013.9.
22) 石川雄規，新井宗之，仙波学：転波列サージの波動特性の流量変化に関する実験的検討，土木学会

第 68 回年次学術講演会概要集，習志野，II-018， pp.35-36, 2013.9.
23) 新井宗之：運動量補正係数βを含む浅水流運動方程式に基づく波動方程式に関する一検討，土木学

会第 68 回年次学術講演会概要集，習志野，II-019， pp.37-38, 2013.9.
24) M. Arai and H. Nakagawa: “A study on wave equation and solutions of shallow water on inclined channel”, 

Proceedings of the 12th International Symposium on River Sedimentation, ISRS 2013, Kyoto Japan, 
pp.553-558, 2013.9.

25) Takayabu, Y., K. Nakamura, K. Okamoto, T. Iguchi, K. Aonashi, S. Shige, M. Hirose, M. Kachi, T. Kubota, 
and R. Oki: TRMM status and science achievements in 15 years: Japanese perspective. IEEE IGARSS, 
TU1.T10.1., 2013.7.

26) Hirose, M.: Climatological characteristics of TRMM PR rainfall, Proc. of Asia Oceania Geosciences Society 
meeting, Brisbane, AS15-A014, 2013.6.

27) M. Arai: A research of wave equation of shallow water with sediment on inclined channel, European 
Geosciences Union 2013 Assembly, NH3.10 Documentation and monitoring of landslides and debris flows 
for mathematical modelling and design of mitigation measures, EGU2013-6520, 2013.4.

28) 原田守博，丹羽直人，橋本和馬：可搬型電波流速計を用いた都市河川の洪水流量観測，平成 24 年度

土木学会中部支部研究発表会概要集，豊田，II-16，pp.105-106，2013.3.
29) 新井宗之：運動量補正係数を含む浅水流の運動方程式による波動方程式に関する検討，平成 24 年度

土木学会中部支部研究発表会概要集，豊田，II-9, 2013.3.
30) 石川雄規，新井宗之，浅田浩行，仙波学：傾斜水路における転波列性サージ波動特性実験に関する

検討，平成 24 年度土木学会中部支部研究発表会概要集，豊田，II-27, 2013.3.
31) Hirose, M.: Rainfall measurement from space (2), Proc. of the 22nd international hydrological programme 

(IHP) training course, 2012.11.
32) 土井啓史，広瀬正史：TRMM PR と AMeDAS による降水季節変化の地域的特徴，日本気象学会 2012

年度春季大会予稿集，札幌，p. 374. 2012.10.
33) 新井宗之，安田孝志：転波列性土砂流サージの波動方程式に関する一検討，土木学会年次学術講演

会概要集，名古屋，II-24，2012.9.
34) 新井宗之，久野浩太，石川雄規：転波列性土石流サージの波動特性に関する実験的研究，土木学会

年次学術講演会概要集，名古屋，II-25，2012.9.
35) Hirose, M.: Fine-scale rainfall characteristics stratified by scale-based precipitation systems, Proc. of the 4th 

TRMM and GPM international science conference, 2012.9.
36) M. Arai: A research of phase velocity of roll waves for debris flow, European Geosciences Union 2012 

Assembly, NH3.10 Documentation and monitoring of landslides and debris flows for mathematical modeling 
and design of mitigation measures, EGU2012-6719, 2012.4.
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＜既に実施しているもの＞
1) JAXA EORC 衛 星 搭 載 降 雨 レ ー ダ （ TRMM PR ） Version 7 検 証 結 果 :

http://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/documents/PR_algorithm_product_information/pr_v7_validation_jpn_j.h
tm

2) PR-captured Precipitation System データベース：https://www.rain-clim.com
＜これから実施する予定のもの＞

1) 超高解像度降水気候値情報：https://www.rain-clim.com/ultra-high-resolution.html（要パスワード）
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1) 武藤裕久，神谷 隆，長沼明彦，小高猛司，崔 瑛，中野正樹，野田利弘：摩擦抵抗と支圧抵抗を併

用した補強材を用いた補強土壁の施工実験，地盤工学ジャーナル，Vol.12, No.1, 2017．（査読有）
2) T. Yoshikawa, T. Noda, T. Kodaka: Air coupled effects on triaxial shearing behavior of unsaturated silty 

specimens under constant confining pressure and various drained and exhausted conditions, Soils and 
Foundations, Vol.55, No.6, pp. 1372-1387, 2016．（査読有）

3) T. Yoshikawa, T. Noda, T. Kodaka and T. Takaine: Analysis of the effect of groundwater level on the seismic 
behavior of an unsaturated embankment on clayey ground, Soil Dynamics and Earthquake Engineering, 
Vol.85, pp.217-230, 2016．（査読有）

4) 桐山和也，武藤裕久，西尾信行，小高猛司：UFC 製品や RC 製品を活用した新しい補強土工法」，コ

ンクリート工学，Vol.54, No.9，pp.871-875 , 2016．（査読有）

5) 武藤裕久，神谷 隆，長沼明彦，小高猛司，崔 瑛，中野正樹，野田利弘：摩擦抵抗と支圧抵抗を併
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2016. （査読無）
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シミュレーション，第 47 回地盤工学会研究発表会講演集 CD-ROM, pp.343-344, 2012.7.
104) 吉田賢史，小高猛司，三好直輔，崔 瑛：不攪乱自然堆積粘土の繰返し単純せん断後の変形につい

て，第 47 回地盤工学会研究発表会講演集 CD-ROM, pp.315-316, 2012.7.
＜研究成果の公開状況＞（上記以外）
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シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。

＜既に実施しているもの＞
本テーマに関連して学会等で発表したもので，インターネットに公開しているものについては，研究

室 HP （http://civil.meijo-u.ac.jp/lab/kodaka/index.htm）からリンクを貼ってわかりやすいようにしている。

＜これから実施する予定のもの＞
「建設技術フェア 2017in 中部」において，「名城大学地盤工学研究室」の展示ブースを出展し，

本プロジェクトのテーマ 4 の研究成果を紹介する．

日時：平成 29 年 10 月 18 日（木），19 日（金） 場所：吹上ホール

【テーマ５】

＜雑誌論文＞
論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してくだ

さい（左記の各項目が網羅されていれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に

遡り、通し番号を付してください。

1) 柄谷友香・近藤民代：東日本大震災後の自主住宅移転再建に伴う居住地の移動と意思決定プロセス

－岩手県陸前高田市でのインタビュー調査を通して－，地域安全学会論文集，No.29，CD-ROM，2016
【地域安全学会論文賞受賞】．

2) 柄谷友香・近藤民代：東日本大震災後の宮城県石巻市での自主住宅移転再建に伴う居住地移動に関

する一考察，地域安全学会東日本大震災連続ワークショップ，No.5，pp.69-74，2016．
3) 近藤民代・柄谷友香：東日本大震災の被災市街地における自主住宅移転再建者の意思決定と再建行

動に関する基礎的研究－岩手県および宮城県の沿岸 9 市町の新規着工戸建住宅を対象とした質問紙

調査を通して－，日本建築学会計画系論文集 81，719，pp.117-124，2016．
4) 近藤民代・柄谷友香：東日本大震災の被災市街地における新規着工建物による市街地空間形成と空

間的特徴 -岩手県および宮城県の沿岸 9 市町における自主住宅移転再建に着目して，日本建築学会

計画系論文集 81，721，pp.667-674，2016．
5) 鍵屋一・柄谷友香・指田朝久・上園智美・田中秀宜：障害福祉施設の事業継続計画（BCP）作成プ

ロセスの研究―施設職員の災害対応力向上を目指して―，地域安全学会論文集，No.27，pp.113-120，
2015．

6) Tamiyo Kondo, Yuka Karatani: Housing Recovery for Sustainable Disaster Recovery: Through case study of 
Hurricane Katrina (2005) and Great East Japan Earthquake (2011), 3rd International Conference on Urban 
Disaster Reduction (ICUDR), CD-ROM, 2014.

7) 山田忠，柄谷友香：時間軸と主体を考慮した水害に関する社会科学的研究の動向分析，自然災害科

学，日本自然災害学会，2014（掲載決定）．（査読有）

8) 柄谷友香，鍵屋一：障害福祉施設における防災計画上の課題と事業継続計画（BCP）策定に向けた

試み，日本福祉のまちづくり学会，福祉のまちづくり研究，2014 年 11 月（掲載決定）．（査読有）

9) 柄谷友香：東日本大震災後の地域・生活再建を支える「中核被災者」の役割と可能性－陸前高田市

の自主防災組織による避難所運営を事例として－，名城大学総合研究所総合学術研究論文集，No.12，
CD-ROM，2013．（査読有）

10) 山田忠，松本康夫，柄谷友香：水害常襲地域における転入者の水害に関する知識と家屋対策に関す

る分析，土木学会論文集 F6（安全問題），Vol.68，No.2，CD-ROM，2013．（査読有）

11) 田中聡，重川希志依，佐藤翔輔，柄谷友香，河本尋子：名取市における借り上げ仮設住宅に居住す

る被災者の再建過程に関する一考察，地域安全学会東日本大震災連続ワークショップ in 大船渡，

No.2，CD-ROM，2013．（査読無）

12) 柄谷友香：中小企業の仮設施設による事業再開プロセスに関する一考察，地域安全学会東日本大震

災連続ワークショップ in 大船渡，No.2，CD-ROM，2013．（査読無）
13) Tadashi Yamada, Yuka Karatani: Effects of Local Community Activities on Views Concerning Flood 

Responses and Countermeasures, Journal of Hydroscience and Hydraulic Engineering, CD-ROM, 2012．（査

読有）
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＜図書＞
図書名、著者名、出版社名、総ページ数、発行年（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅されて

いれば、項目の順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。

1) Kondo T. and Karatani Y. 2016: ‘Spatial planning for housing recovery after the Great East Japan Earthquake’, 
Stefan Greiving, Michio Ubaura and Jaroslav Tešliar in (ed.), Proof for "Spatial planning and resilience 
following disasters", pp.39-52, Policy Press, 2016.

2) 柄谷友香・近藤民代：「自主住宅移転再建」その動機と功罪―津波被災者のレジリエンスに学ぶ―，

林勲男・橋本裕之編著『災害文化の継承と創造』，臨川書店，pp.176-196，2016．
3) 木村周平，杉戸信彦，柄谷友香編：災害フィールドワーク論，古今書院，2014.
4) 柄谷友香：防災を考える―水・土砂災害適応策の深化に向けて―，「行政支援」を「行政サービス」

に変えるための自助・共助・公助の役割―2006 年 7 月鹿児島県北部豪雨災害を事例として―（共著，

第 3 章担当），公益社団法人日本河川協会編，技報堂出版，pp79-121，2012．

＜学会発表＞
学会名、発表者名、発表標題名、開催地、発表年月（西暦）について記入してください（左記の項目が網羅され

ていれば、順序を入れ替えても可）。また、現在から発表年次順に遡り、通し番号を付してください。

1) 岩附千夏・柄谷友香・近藤民代：東日本大震災後の自主住宅移転再建に果たした民間事業者の役割

と課題，地域安全学会梗概集，CD-ROM，2016【地域安全学会優秀発表賞受賞】．

2) 柄谷友香：被災地をしなやかに乗り越える＜チカラ＞を求めて，関西学院大学災害復興制度研究所

ニュースレターFUKKOU，Vol.30，2016．
3) 柄谷友香：『リアル女子力』を防災に活かせ～東日本大震災の現場に学ぶ～，国土計画協会，人と国

土 21、第 42 巻第 1 号，pp.60-61，2016．
4) 中日新聞（三河版）朝刊「障害者の避難所 課題共有」（2016.02.22）．
5) 読売新聞（西日本版）朝刊「避難支援者名簿 まだ半数」（2015.11.25）．
6) 柄谷友香：水害後の訴訟回避にみる行政と住民のコミュニケーション・ルール，土木学会安全問題

研究会，CD-ROM，2015 年 9 月．

7) 柄谷友香・鍵屋一：障害福祉施設における災害対応力の向上を目指して－過去の災害経験に学び、

災害プロセスの理解を深める－，日本発達障害連盟ニュースレター、JL NEWS 101 号，6p，2015 年

7 月．

8) 柄谷友香：水害後の訴訟回避にみる行政と住民のコミュニケーション・ルール，日本学術会議安全

工学シンポジウム，CD-ROM，2015 年 7 月．

9) 静岡新聞朝刊「狩野川治水の重要性確認 放水路完成でシンポ」（2015.07.08）．
10) 伊豆日日新聞朝刊「狩野川放水路完成 50 周年 7 月 7 日，伊豆の国でシンポ」（2015.05．31）．
11) 柄谷友香：災害現場における“リアル女子力”を活かせ，そんぽ予防時報，vol.261，pp.6-7，2015．
12) 河北新報朝刊（1 面）「住宅拡散 街に隙間 神戸大、名城大調査で判明」（2015.02.27）
13) 東海新報朝刊（1 面）「巨大災害への備えに示唆 自力再建の動きまとめる」（2015.03.08）
14) 柄谷友香・鍵屋一：障害福祉施設における防災計画上の課題と事業継続計画（BCP）策定に向けた

試み，土木学会全国大会，土木学会安全問題研究会研究討論会，CD-ROM，大阪，2014.9.
15) 柄谷友香・鍵屋一：福祉施設の事業継続計画（BCP）作成と人材育成，安全工学シンポジウム 2014，

CD-ROM，東京，2014.7.

＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。

＜既に実施しているもの＞
該当なし

＜これから実施する予定のもの＞
該当なし
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【プロジェクト共通】

＜研究成果の公開状況＞（上記以外）

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。

＜既に実施しているもの＞

  1)「名城大学自然災害リスク軽減研究センター開所記念イベント」におけるセンター研究説明

    日時：平成 25 年 5 月 31 日（金） 15:50～17:20 場所：名城大学研究実験棟Ⅱ多目的室

2) 「「名城大学と国土交通省中部地方整備局との連携・協力に関する協定」締結記念キックオフ     

イベント」における自然災害リスク軽減研究センター研究成果中間報告会

    日時：平成 26 年 6 月 13 日（金） 15:50～17:50 場所：名城大学研究実験棟Ⅱ多目的室

   3)「名古屋市立高等学校各科研修講座（工業部会）」において，「21 世紀型自然災害のリスクと名城大

学自然災害リスク軽減センター（NDRR）の活動について」と題して本プロジェクトの研究成果

を紹介する講演を行うとともに，実験施設の紹介を実施した．

   日時：平成 26 年 6 月 25 日（水） 14:00～16:00 場所：名城大学研究実験棟Ⅱおよび実験施設

4)「名城大学技術士会 第 7 回定時総会および特別講演会」において，「自然災害リスク軽減の研究の

事例」と題して本プロジェクトの研究成果を紹介する講演を行うとともに，実験施設の紹介を組

み入れた「実験研究事例」と題した研究成果公開も実施した．

   日時：平成 26 年 6 月 28 日（土） 14:00～15:30 場所：名城大学研究実験棟Ⅱおよび実験施設

5)「平成 26 年度愛知県高等学校工業教育研究会総合研究大会」において，「身近に迫る自然災害とそ

の減災への取り組み」と題して本プロジェクトの研究成果を紹介する講演を行った．

   日時：平成 27 年 1 月 27 日（火） 14:00～16:45 場所：名城大学 名城ホール

6)「建設技術フェア 2016in 中部」において，「自然災害リスク軽減センター」の展示ブースを出展し，

本プロジェクトの研究成果を紹介した．

   日時：平成 28 年 10 月 20 日（木），21 日（金） 場所：吹上ホール

7) 自然災害リスク軽減研究センターのホームページ（http://ndrr.meijo-u.ac.jp/）にて，随時，研究成果

の公開を行っている．

＜これから実施する予定のもの＞
  該当無し

１４ その他の研究成果等
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。

※ 論文や学会発表等になじまない研究である場合は、本欄を充実させること

1) 名古屋高速道路協会からの受託研究：「鋼構造物の過大荷重による損傷を考慮した照査法・点検法に

関する研究」，研究代表者：葛 漢彬，平成 25 年 3 月．

2) 名古屋高速道路公社からの受託研究：「腐食した鋼板巻立コンクリート橋脚の耐震性と補強方法に関

する研究」，研究代表者：葛 漢彬，平成 26 年 3 月．

3) 特許出願，岩下健太郎，大原康之，神崎豊裕，高見肇，松本信行，佐藤大地：「複合構造体の施工方

法及び複合構造体」，特願 2013-40793．

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応
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＜「選定時」に付された留意事項＞
該当なし．

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞
対応すべき留意事項なし．

＜「中間評価時」に付された留意事項＞
今後を期待するが，国際的な発信を強く望みたい．

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞
中間評価後に，国際会議，国際誌などへの成果発表を進めてきており，本分野の研究課題としては一定

の水準に達していると考えている．
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１７　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

道路公社から受託研究，企業から奨
学寄附金

231019

0 0

0 0

道路公社から受託研究，企業から奨

学寄附金

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

094,911 94,537

0

54,796

139,672

194,468

75,415 59,237

0

0

29,809

0

0

0

0

32,210

0

0

0

29,992

0

3,570

0 00 0

1,450 0

0 3,570 1,450 0

19,496 35,300

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0

18,522 11,287 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0

0 015,261 14,731 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0

450 0

0 0

0 0

16,600 13,387 0 1,773

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,000 0

0

0 0 0 0

17,026 12,847 0 1,797

0

0 0

0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 0

0

0 0

0

19,496 35,300 0 0

32,670

0

0

0

54,796

14,991

0

平
成
2
8
年
度

0 0 0 0 0 0

研究費

平
成
2
7
年
度

設 備

装 置

設 備

0 0

0 0

総

額

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

施 設平
成
2
6
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1201023

8,006

平
成
2
5
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担
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6,985
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2
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施 設

設 備

設 備

研究費

総 計
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１８　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

　
研究実験棟Ⅱ（大型実験棟含む） 25 3,136㎡ 42 40 0

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ
ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ
ｈ

補助主体

補助主体

私学助成

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

事業経費

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

（研究装置）

整備年度

（研究設備）
構造実験載荷システム 24 一式 2400 11,970 7,980 私学助成

油圧ポンプ 24 一式 2400 5,000 3,333

劣化環境促進装置 24 一式 4800 7,980 5,320 私学助成
3次元地震波震動台性能増強システム 24 一式 4800 9,975 5,828 私学助成
透過性砂防ダムを有する急こう配可変水路 24 一式 2400 7,875 5,250 私学助成
動的中型三軸試験装置 24 SST-CT20-KS 1 6000 11,996 7,589 私学助成
3次元地震波震動台装置一式 19 SPT3D-20K-85LL-70T 一式 4800 61,425 31,313 私学助成
静的油圧アクチュエータシステム一式 19 一式 2400 21,000 14,000 私学助成
載荷用門型フレームおよび試験体支持治具一式 19 一式 2400 9,000 6,000 私学助成
精密中空ねじりせん断試験装置一式 19 TS-N-1500 一式 6000 9,594 6,396 私学助成

※年平均

622,459

（情報処理関係設備）
該当なし。

該当なし。



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

１９　研究費の支出状況（1/5） （千円）
【テーマ１】

  平成 年度

【テーマ２】
  平成 年度

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,226 実験用品 2,226 ズームレンズ、ＡＲＦ型小型低容量加速度計　他

光　熱　水　費
通信運搬費

旅費交通費 480 学会等参加のための旅費 480 中国旅費　他

報酬・委託料

（　　諸費　　　） 46 国際会議登録費 46 ＩＳＳＥ－１２国際会議登録費　他

計 2,752 2,752

人件費支出

（兼務職員）

教育研究用機器備品 2,227 2,227 超小型動ひずみレコーダーＤＣ－２０４Ｒ、ノートＰＣ、他

教育研究経費支出

計 2,227 2,227
図　　　　書

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,500 実験用品 1,500 曲面型枠成型素材、ポリシングクロス　他

光　熱　水　費

通信運搬費
印刷製本費

旅費交通費 108 調査旅費 108 香川旅費　他

報酬・委託料 99 委託・業務料 99 高精度光波測量・計測

（　　　　　　　）

実人数　２人

計 1,707 1,707

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

216 216

人件費支出 216 人件費 216 時給　９００円，年間時間数　２４０時間

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,053 研究用機器備品 1,053 低周速ドクターラップ、計算用サーバー

図　　　　書

研究支援推進経費

0計

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

計 1,053 1,053

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

計
教育研究経費支出

ポスト・ドクター

（兼務職員）

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

印刷製本費

計 0



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ３】
  平成 年度

【テーマ４】
  平成 年度

年　　　度 24

勾配水路支持金具、ＭＭジョイント金具セット　他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

光　熱　水　費

通信運搬費
印刷製本費

旅費交通費 104 出張旅費 104 京都旅費　他

報酬・委託料

（　　　　　　　）
計 1,349 1,349

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,146 研究用機器備品 1,146 ポータブル式電波流速計一式、デスクトップパソコン

図　　　　書
計 1,146 1,146

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 757 実験用品 757 塩ビ製堤防模型各種パーツ、高機能２次元流体解析ソフト　他

光　熱　水　費

通信運搬費

印刷製本費
旅費交通費 99 出張旅費 99 東京旅費

報酬・委託料

（　　　　　　　）
計 856 856

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

（兼務職員）
教育研究経費支出

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,049 研究用機器備品 3,049 ハイスピードカメラシステム、　トラバース計測台車　他

図　　　　書
計 3,049 3,049

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

消　耗　品　費 1,245 実験用品 1,245



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ５】
  平成 年度

（千円）
【テーマ１】

  平成 年度

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 496 実験用品 496 デジタルビデオカメラ、ノートパソコン　他

光　熱　水　費 2 ガソリン代 2 レンタカー　ガソリン代金

通信運搬費
印刷製本費

旅費交通費 117 調査旅費 117 岩手旅費　他

報酬・委託料

（保守賃借料） 21 レンタカー代 21 レンタカー代金

計 636 636

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

研究支援推進経費

計 0

ポスト・ドクター

研究費の支出状況（2/5）

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,995 実験用品 3,995 供試体製作、パイ型変位計　他

光　熱　水　費
通信運搬費

印刷製本費

旅費交通費 835 出張旅費 835 東京旅費、中国旅費　他

報酬・委託料

（　　　諸費　　　　） 98 参加登録費 98 土木学会全国大会参加登録費

計 4,928 4,928

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,529 研究用機器備品 2,529 油圧２系統制御での新規追加機器、超小型動ひずみレコーダーＤＣ－２０４Ｒ　他

図　　　　書
計 2,529 2,529

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 907 907 外国１人

研究支援推進経費

計 907 907



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ２】
  平成 年度

【テーマ３】
  平成 年度

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,156 実験用品 3,156 レーザー変位計、「実験用フレーム」部品一式　他

光　熱　水　費

通信運搬費
印刷製本費

旅費交通費 331 調査旅費 331 長崎旅費

報酬・委託料

（　保守賃借料　） 493 点検・調整費 493 ３次元地震波震動台装置の簡易点検・調整

計 3,980 3,980

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 1,001 1,001 時給　９００円，年間時間数　１，１１３時間
（兼務職員） 実人数　６人

教育研究経費支出
計 1,001 1,001

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 6,577 研究用機器備品 6,577 単位木質フレーム実験装置一式、ドーム加震床システム一式　他

図　　　　書
計 6,577 6,577

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 356 実験用品 356 電子天秤、水位センサー　他

光　熱　水　費

通信運搬費
印刷製本費

旅費交通費 215 出張旅費 215 中国旅費

報酬・委託料

（　　　　　　　）
計 571 571

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,599 研究用機器備品 1,599 流速計ボックス一式、データロガー　他

図　　　　書
計 1,599 1,599

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ４】
  平成 年度

【テーマ５】
  平成 年度

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,791 実験用品 1,791 インゴット載荷重用おもり、手動計測台車　他

光　熱　水　費

通信運搬費
印刷製本費 204 印刷費 204 自然災害リスク軽減研究センターパンフレット　他

旅費交通費 408 出張旅費 408 東京旅費　他

報酬・委託料

（　　　諸費　　　　） 150 参加費 150 シンポジウム参加費　他

計 2,553 2,553

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,246 研究用機器備品 4,246 高速度カメラ、デスクトップＰＣ　他

図　　　　書
計 4,246 4,246

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 302 実験用品 302 ＤＥＬＬ　Ｏｐｔｉｐｌｅｘ９０２０　ＳＦＦ　他

光　熱　水　費 3 ガソリン代 3 レンタカー　ガソリン代金

通信運搬費
印刷製本費

旅費交通費 177 調査旅費 177 岩手出張

報酬・委託料 467 委託業務料 467 テープ起こし

（　保守賃借料　） 21 賃借料 21 レンタカー代金

計 970 970

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書 12 図書費 12 書籍

計 12 12

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

研究費の支出状況（3/5） （千円）
【テーマ１】

  平成 年度

【テーマ２】
  平成 年度

（修理営繕費） 395 修理 395 ＳＤＰ型変位系ＳＤＰ－３００Ｄ修理代　他

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 4,413 4,413

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,413 研究用機器備品 4,413 コンクリート・モルタル水分計　他

教育研究経費支出 0 0

計 182 182

人件費支出 182 182 時給 900円、年間時間数 203時間、1名

（兼務職員）

計 3,498 3,498

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 259 調査研究のための旅費 259 東京出張旅費

光　熱　水　費 1 ガソリン代 1 調査研究出張にかかるガソリン代

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,225 実験用消耗品 3,225

年　　　度 26

ＳＰＤ変位計、炭素繊維シート　他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費 0 0

計 3,048 3,048

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 3,048 3,048 外国1人

計 847 847

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 847 研究用機器備品 847 ＣＴＯサーバーＨ

図　　　　書 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（諸費） 47 参加費 47 学会参加費　他

計 6,714 6,714

旅費交通費 914 学会等参加のための旅費 914 中国出張旅費、広島出張旅費　他

報酬・委託料 79 業務委託料 79 フレーム組換組付作業代

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

実験用品 5,279 電子天秤、ひずみゲージ　他

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途

（保守賃借料） 13 13

金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 5,279



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ３】
  平成 年度

【テーマ４】
  平成 年度

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 6,714 6,714

教育研究用機器備品 6,714 研究用機器備品 6,714 三軸圧縮試験装置、高速カラーカメラユニット　他

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（諸費） 288 謝金 288 講演謝金　他

計 1,717 1,717

旅費交通費 97 学会等参加のための旅費 97 京都出張旅費

報酬・委託料 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 287 印刷費 287 中間報告書、ポスター

光　熱　水　費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,045 実験用品 1,045 ニップル、圧力変換器　他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 0 0

年　　　度 26

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 299 299

教育研究用機器備品 299 研究用機器備品 299 アプライドＣＥＲＶＯ　Ｇｒａｓｔａ（パソコン）

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

計 1,592 1,592

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

光　熱　水　費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,592 現地観測機器設置材料 1,592 アクリル製実験用水路、絶対圧型水位計　他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 26



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ５】
  平成 年度

研究費の支出状況（4/5） （千円）
【テーマ１】

  平成 年度

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 299 299

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 299 研究用機器備品 299 パソコン　ＣＦ－ＬＸ３ＢＤＶＣＵ

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 664 664

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 73 業務委託料 73 テープ起こし

（保守賃借料） 46 レンタカー代 46 調査研究出張にかかるレンタカー代

印刷製本費 0 0

旅費交通費 380 調査研究出張 380 ヒアリング調査（陸前高田市ほか三陸沿岸部）　他

光　熱　水　費 5 ガソリン代 5 調査研究出張にかかるガソリン代

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 160 研究用品 160 ゼンリン住宅地図、ＧＩＳデータ

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 26

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

図　　　　書 0 0

計 2,716 2,716

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,716 研究用機器備品 2,716 デジタル制御装置　他

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

人件費支出

（兼務職員） 0 0

計 7,143 7,143

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 0 0

（修理営繕費） 471 修理費 471 加湿給水装置交換工事　他

印刷製本費 0 0

旅費交通費 644 学会等参加のための旅費 644 海外出張旅費　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,028 実験用品 6,028 溝型銅ＢＲＰ供試体、面外拘束プレート　他

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ２】
  平成 年度

【テーマ３】
  平成 年度

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,224 実験用品 2,224 斬鉄帯鋸盤、卓上フライス盤　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 75 調査研究のための旅費 75 国内出張旅費

報酬・委託料 205 業務委託料 205 実機大型シェルの高精度光波測量

（保守賃借料） 7 賃借料 7 調査研究時のレンタカー代

計 2,511 2,511

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 78 78 時給950円、計83時間、1人
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 78 78

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,959 研究用機器備品 4,959 振動台　共通フレーム、木板ＮＣ加工機

図　　　　書 0 0

計 4,959 4,959

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

ガラスビーズ、ウイジン製ＧＹ式精密水位計　他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,186 実験用品 1,186

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

報酬・委託料 0 0

印刷製本費 0 0

計 1,186 1,186

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 248 研究用機器備品 248 ＪＩＳ型定水位透水試験機

図　　　　書 0 0

計 248 248

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ４】
  平成 年度

【テーマ５】
  平成 年度

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,378 実験用品 4,378 ダイヤイオンＨＰ２０ＳＳ、２次元挙動解析ソフト　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 10 送料 10 送料、振込手数料

印刷製本費 0 0

旅費交通費 319 学会等参加のための旅費 319 国内出張旅費

報酬・委託料 1,074 業務委託料 1,074 地質調査、土質試験

（諸費） 136 参加費 136 学会参加費、謝金　等

計 5,917 5,917

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,734 研究用機器備品 3,734 高解像度マクロズームユニット　他

図　　　　書 0 0

計 3,734 3,734

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 0 0

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

報酬・委託料 1,500 業務委託料 1,500 ＧＩＳデータの作成

印刷製本費 0 0

計 1,500 1,500

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）
教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

研究費の支出状況（5/5） （千円）
【テーマ１】

  平成 年度

【テーマ２】
  平成 年度

64 伸び計（ＲＤＰ－１０Ａ）修理費

380 島津万能試験機（ＵＨ－２０００ｋＮＡ）点検・校正作業費（保守賃借料）
（修理営繕費） 64

380

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

1,332

研究支援推進経費 0 0

1,332 自動縦型サードスタンド、デスクトップパソコン　他

図　　　　書 0 0

計 1,332

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,332

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

報酬・委託料 0 0

計 6,245 6,245

印刷製本費 0 0

旅費交通費 986 学会等参加のための旅費 986 海外出張（中国　他）、国内出張（石川県　他）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 4,815 実験用品 4,815 ひずみゲージ、ＰＩ型変位計　他

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 3,210 実験用品 3,210 鋼材加工土台、実験用木材　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 22 講演謝金の交通費 22 招待講演者への交通費

報酬・委託料 245 業務委託料 245 鋼材加工塗装

（諸費） 34 謝金 34 講演謝金

計 3,511 3,511

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,581 2,581 Ｌａｓｅｒ Ｍｉｎｉ用排気ファンダクト　他

図　　　　書 0 0

計 2,581 2,581

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ３】
  平成 年度

【テーマ４】
  平成 年度

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 592 実験用品 592 実験用人工降雨発生装置

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 0 0

報酬・委託料 0 0

（保守賃借料） 71 レンタル料 71 建設技術フェア２０１６ｉｎ中部　レンタル備品料

計 592 592

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,082 実験用品 2,082 無停電電源装置、定温乾燥器　他

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 560 印刷費 560 パンフレット、最終報告書作成費

旅費交通費 456 学会等参加の為の旅費 456 国内出張（熊本県、岡山県、宮城県　他）

報酬・委託料 1,514 業務委託料 1,514 堤防断面の土質試験、英文校正料　他

（諸費） 148 謝金・参加費 148 学会参加費、講演謝金　他

計 4,831 4,831

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,297 5,297 三軸圧縮試験装置　他

図　　　　書 0 0

計 5,297 5,297

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 4,054 4,054 学内1人（外国籍）

研究支援推進経費 0 0

計 4,054 4,054



（様式2）

231019法人番号
プロジェクト番号 S1201023

【テーマ５】
  平成 年度年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 108 研究用品 108 Ａｒｃ　ＧＩＳ　Ｇｅｏ　Ｓｕｉｔｅ　詳細地図　地方版

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

印刷製本費 0 0

旅費交通費 77 現地調査出張旅費 77 国内出張（岩手県、大阪府）

報酬・委託料 1,163 業務委託料 1,163 東日本大震災の住宅再建に関するＧＩＳデータ作成等

（保守賃借料） 18 レンタカー代 18 調査出張時のレンタカー代

計 1,366 1,366

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 0 0

（兼務職員）

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

計 0 0

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

計 0 0

ポスト・ドクター 0 0


